
・起業家、優秀な技術者、 
    事業者と投資の集約 
・オリンピック事業参画 

日野自―トヨタＧによるビジネスモデルとしての 
双方向ビジネス拠点 
 
・車販社・Ｇ商材の集約・販売、拠点化 
・省エネ車開発力を社会・街開発力へ 
・日野自の創業理念を柱の民生化商材開発 

アセアン・アジア核へのビジネスモデル導入による 
生産と販売の拠点化、技術・販売研修。 
 
・ビジネスモデル導入と 
  新しい開拓場（生産、販路、消費地等）の提供 
・日本オリジナルのエコシティ開発導入 

事業者モデル： 
 
トヨタＧ／日野自動車 
他グループ企業 
 
国内小売流通事業者 
異業種事業者 

日野自、トヨタ、トヨタＧ、 
小売事業他の 
海外展開場： 
  タイ、マレーシア、 
  インドネシア、 
  フィリピン、 
  インド、ベトナム、 
  カンボジア、 
  ミャンマー、 
  中国 他 

強力な国内販売、市場浸透へ 強力な海外販売、市場浸透へ 

アセアン・アジア核 日野自跡地開発 

1. 日本ブランド、国際ブランドからなる「製造×サービス事業」開拓場 
2. 民間の戦略構造と日本政府の成長戦略を牽引する新しい産業構造場（省エネ柱）の実現。 
3. 投資、人的資源、商品・街づくり開発力を集約の、国際的なダイナミズム場づくり。 
4. “世界で一番ビジネスしやすい街”としてのインセンティブ集約への政府支援場。 
5. 環境・車技術による日本オリジナルの新しい社会・街づくり拠点。 

・環境・車・省エネ・マネジメント 
・ビジネスモデル輸出と販売 

双方向ビジネス内容 

「海外（アセアン・アジア核）との双方向ビジネスをアフターケアとして導入」  

作製： 鈴木浩二 総合プロデューサー 
顧問： 石原信雄 元官房副長官 

  Oct. 2014  取扱注意 

  ［  実践的な国家プロジェクトとなるシナリオ（試案） ――実戦力ある民間戦略と、国政・行政（東京都）戦略の複合をテーマ  ］ 
 

    東北での「自動車新産業特区」構想 ⇒ 『 日本の産業構造転換に伴う製造業用地（東京都内）へ移行のアフターケア検討 』 
                                             （対象地： トヨタＧ／日野自動車本社工場跡地） 

試 案 

［ アフターケアの方向性 ］ 
 
オリンピック事業支援テーマである 「技術革新」と「アジア・世界からの成長ダイナミズム導入」を実践化。 
海外（アセアン・アジア核）との双方向ビジネスをアフターケアとして導入。  
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